
Ⅴ 広域推進事項

１ 担い手

(1) 対象地域の現状(担い手)

ア 新規就農者

管内の新規就農者数は、過去５カ年で

467名である。市町村によりその内訳に差

があるが、新規学卒・Ｕターン就農が全体

の約９割を占める（表１）。

普及センターは、十勝総合振興局農務課

（以下、農務課）、指導農業士・農業士と連携して、管内全域の青年農業者を対象とする農村

ゼミナール「特別講座」や「青年アグリフォーラムin十勝」（以下、アグリフォーラム）を開

催し、青年農業者の学習・交流の機会を提供している。

しかし現状では、昭和63年から管内の４Ｈクラブ活動は休止したことを背景に、青年農業

者の積極的な組織活動参画の機運は希薄となり、アグリフォーラム実行委員の引き受け手や発

表者の掘り起こしに苦慮している。また、参加者の減少に加え、平成21年に実行委員の一年任

期へ変更して以来、大会運営の継続性や実行委員会組織力の低下に繋がっている。

普及センター、農務課が一体となった農業大学校・農業高等学校との連携事業では、就学

中の学生との関係構築から、就農後の支援機関である普及センターの認知向上を図っている。

しかし、近年は就農を目指す学生が減少する実態もあり、農家子弟でなくても農業を職業とし

て選択する意識醸成が必要である。

以上を鑑み、多様な新規就農者の確保・育成のための学習機会の提供に加えて、「自己の経

営や技術を把握し、課題解決に積極的に取り組む人材の育成」「将来のリーダー候補として、

地域内外で仲間づくりのできる人材の育成」が必要である。

イ 女性農業者

女性農業者は、十勝管内農業従事者の45％を占めるほか、自主的な活動を行う個々の女性

農業者や女性農業者組織に対して、ニーズの高い経営改善の取組等の実践を支援している。一

方で、指導農業士や女性農業者からは、より多くの学習機会の提供や家族経営内での役割につ

いて意見交換を求める声もあり、さらに充実した組織活動への支援が求められている。

普及センターは農務課と連携し、管内の女性グループネットワーク「あおぞらネット」を

対象に、研修や交流の機会を提供し、資質向上や地域を越えた人脈づくりを支援している。ま

た、会員からは継続的な活動の基盤となる新たな会員の参入を通じた、組織活動の活性化が求

められている。特に若い会員は、「より多くを学びたい（ベテランの持つ様々な強み：料理、

お金の管理、夫婦円満等）」「既存の目的別グループ（５つ）に新たにグループを作りたい」と

会員同士の闊達な意見交換や交流に前向きな声を寄せている。

ウ 指導農業士・農業士

十勝管内には、指導農業士105名、農業士216名（令和８年２月現在）が認定されている。

普及センターは農務課、「十勝指導農業士・農業士会」と連携し、役員会や事業運営の補佐を

通じて、会員の自己研鑽や資質向上を図る研修会（移動研修会、技術向上研修会）等の高度化

を担っている。なお、指導農業士・農業士は、各地域及び管内横断の農業基礎講座の講師や体

験学習受入等を通じた担い手指導、担い手の確保・育成を担っている。

しかし、地域農業を牽引する後進の育成に対して、十分に貢献できていないとの問題意識

をもつ指導農業士・農業士は多く、次世代のリーダー育成を明確に掲げた新たな担い手育成の

機会を創出する必要がある。

表１ 十勝管内の新規就農者数

区分
新規就農者数（人）

Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 計

新規学卒 50 38 49 41 41 219

Uターン 60 53 32 31 25 201

新規参入 11 10 9 8 9 47

計 121 101 90 80 75 467



(2) 改善方向と対策(担い手)

ア 新規就農者の育成・確保

(ｱ) 地域を越えた仲間づくり、将来の地域リーダーの育成のため、農務課や指導農業士・農業

士と連携し、地域・広域で開催する農業基礎講座受講やアグリフォーラムの参加・発表

に対する青年農業者の参画を促す。基礎講座の受講を通じた生産技術や経営改善手法習得

によるスキルアップに加え、プロジェクト活動やアグリフォーラムでの発表、実行委員会

活動の経験を通して、地域リーダーとしての資質向上を図る。

(ｲ) 低下した組織力強化を目指して、アグリフォーラム実行委員会の体制や会議開催方法を見

直すとともに、JA青年部など関連組織との新たな連携を検討する。普及センターが開催す

る新規就農者向けの基礎講座では、実行委員や発表者の経験を持つ指導農業士・農業士を

講師とする講座をカリキュラムに組み込み、アグリフォーラムへの参加やプロジェクト発

表等の参画を促す。

(ｳ) 普及センター訪問や職業紹介といった農業大学校・農業高等学校など教育機関との連携事

業を通じて、普及センターの認知向上、職員との関係性の構築を図り、就農後の農業基礎

講座の受講や学習グループへの加入を促すことで、円滑な農村地域への順応や同世代の仲

間づくり、早期の技能習得や農業者としての資質向上を支援する。

イ 地域をリードする女性農業者の育成

(ｱ) 積極的な経営参画や地域活動の牽引役となる指導的な女性農業者の育成のため、各地域で

の農業基礎講座に加えて、広域的な人材交流や高度な情報収集の機会であるアグリフォー

ラムや農村ゼミナール「特別講座」等への参加、受講を促す。また、意欲的な女性農業者

に対しては、さらなる資質の向上と人脈づくりの機会として、管内の女性グループネット

ワーク「あおぞらネット」や全道段階の女性農業者組織「きたひとネット」への参画を誘

導する。

(ｲ) 「あおぞらネット」の活動充実化のため、役員会での企画検討や会運営に対する情報

提供、助言を通じて、既往取組の拡充（あおぞらネット：目的別グループ新規創設）を図

る。会員から要望の挙がる学習機会や会員相互の意見交換の増加に向けた展開を支援す

る。

ウ 指導農業士・農業士の新たな活躍の場の創出

(ｱ) 指導農業士・農業士の新たな担い手育成の場を創出するため、農務課、指導農業士・

農業士と連携し、各地域で開講する農業基礎講座や青年アグリフォーラムin十勝での講

師や助言者としての参画の機会を設ける。

以上の取組を通じ、指導農業士・農業士としての役割の再認識や人材育成力及び地域

牽引力の強化に向けて、地域における次世代のリーダーとして、関係機関とともに育成す

る。

(ｲ) 十勝指導農業士会・十勝農業士会の活動支援を通じて、管内担い手育成における連携

を強化する。



(3) 推進事項

推進事項 担い手

担い手の育成・確保

主な活動目標 ・課題解決能力を備えた次世代リーダーの育成
・関係機関と連携した将来の担い手の確保｡

Ｒ８(計画) ・指導農業士、農業士と連携した農業基礎講座、農村ゼミナール特別
活 講座の開催による若手農業者の課題解決能力向上支援

・アグリフォーラム実行委員会における体制づくり支援
動 ・農業高校、農業大学校等教育機関との連携による就農後を見据えた

学習・地域活動参画への意識づくり支援
年

Ｒ９(計画) ・指導農業士、農業士と連携した農業基礎講座、農村ゼミナール特別
次 講座の開催による若手農業者の課題解決能力向上支援

・アグリフォーラム実行委員会における体制づくり支援
・農業高校、農業大学校等教育機関との連携による就農後を見据えた
学習・地域活動参画への意識づくり支援

Ｒ10(計画) ・指導農業士、農業士と連携した農業基礎講座、農村ゼミナール特別
講座の開催による若手農業者の課題解決能力向上支援

・アグリフォーラム実行委員会における体制づくり支援
・農業高校、農業大学校等教育機関との連携による就農後を見据えた
学習・地域活動参画への意識づくり支援

Ｒ11(計画) ・指導農業士、農業士及び外部講師と連携した農業基礎講座、農村ゼ
ミナール「特別講座」の開催による課題解決能力向上支援

・アグリフォーラム実行委員会における自主的な運営支援
・農業高校、農業大学校等教育機関との連携による農業の魅力向上と
定着に向けた支援

Ｒ12(計画) ・指導農業士、農業士及び外部講師と連携した農業基礎講座、農村ゼ
ミナール「特別講座」の開催による課題解決能力向上支援

・アグリフォーラム実行委員会における自主的な運営支援
・農業高校、農業大学校等教育機関との連携による農業の魅力向上と
定着に向けた支援



(4) 具体的推進計画(担い手)

ア 推進事項名を記載

活動項目 支援 活動内容と方法 担当者 連携

対象 （何を、どのようにするのか） 機関

・課題解決能力を備え 新規就農者 ①指導農業士、農業士等を講 樋口主査 十勝指

た次世代リーダーの育 女性農業者 師とした農業基礎講座の開催 水上主普 導農業

成 法人従業員 宮原係長 士・農

支援組織従 ②共通講座 農村ゼミナール 川原係長 業士会

業員 「特別講座」の開催 金子主査

研修生 街道主査 十勝総

③青年アグリフォーラムin十 酒井専普 合振興

勝における実行委員会への支 住野普指 局農務

援 課

・関係機関と連携した 管内農業高 ①農業高校生、農業大学校に 十勝管

将来の担い手の確保 等学校生徒 対する就農後における学び・ 内農業

農業大学校 仲間作りの場を紹介 高等学

学生 校

②管内農業高校との連携事業

等における学生との意見交換 北海道

・助言 立農業

大学校

十勝総

合振興

局農務

課


